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(57)【要約】
【課題】医療従事者の利用端末にカルテ情報が表示され
るまでの時間を短縮すること。
【解決手段】所定のエリアに進入した患者によって携帯
された無線端末１１０は、自装置の識別情報を自装置の
通信圏内に発信する。所定のエリアに設けられたセンサ
１２０は、無線端末１１０から発信された識別情報を受
信して、カルテ情報提供装置１００に送信する。カルテ
情報提供装置１００は、所定のエリアに在圏する無線端
末１１０の識別情報をセンサ１２０から受信し、受信し
た識別情報によって識別される無線端末１１０を検出す
る。カルテ情報提供装置１００は、蓄積したカルテ情報
の中から、検出した無線端末１１０を携帯する患者のカ
ルテ情報を検索する。カルテ情報提供装置１００は、検
出した無線端末１１０に対応付けられた医療従事者の利
用端末１３０に、検索した患者のカルテ情報を提供する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに、
　所定のエリアに在圏する無線端末を検出し、
　無線端末と該無線端末のユーザ、および、該ユーザと医療従事者の利用端末との対応関
係を記憶する記憶部を参照して、検出した前記無線端末に対応付けられた医療従事者の利
用端末を特定し、
　特定した前記利用端末に、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を提供する、
　処理を実行させることを特徴とするカルテ情報提供プログラム。
【請求項２】
　前記コンピュータに、
　前記無線端末を検出したことに応じて、患者ごとのカルテ情報を記憶する記憶部から、
前記無線端末のユーザのカルテ情報を読み出す、処理を実行させ、
　前記提供する処理は、
　読み出した前記カルテ情報の送信要求を受け付けると、特定した前記利用端末に、読み
出した前記カルテ情報を送信する、ことを特徴とする請求項１に記載のカルテ情報提供プ
ログラム。
【請求項３】
　前記読み出す処理は、
　検出した前記無線端末が前記所定のエリアに一定時間以上在圏する場合に、患者ごとの
カルテ情報を記憶する記憶部から、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を読み出
す、ことを特徴とする請求項２に記載のカルテ情報提供プログラム。
【請求項４】
　コンピュータが、
　所定のエリアに在圏する無線端末を検出し、
　無線端末と該無線端末のユーザ、および、該ユーザと医療従事者の利用端末との対応関
係を記憶する記憶部を参照して、検出した前記無線端末に対応付けられた医療従事者の利
用端末を特定し、
　特定した前記利用端末に、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を提供する、
　処理を実行することを特徴とするカルテ情報提供方法。
【請求項５】
　所定のエリアに在圏する無線端末を検出し、
　無線端末と該無線端末のユーザ、および、該ユーザと医療従事者の利用端末との対応関
係を記憶する記憶部を参照して、検出した前記無線端末に対応付けられた医療従事者の利
用端末を特定し、
　特定した前記利用端末に、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を提供する、
　制御部を有することを特徴とするカルテ情報提供装置。
【請求項６】
　コンピュータに、
　無線端末から該無線端末の位置情報を受信し、
　受信した前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、前
記特定の患者のカルテ情報を前記無線端末に送信する、
　処理を実行させることを特徴とするカルテ情報提供プログラム。
【請求項７】
　前記コンピュータに、
　受信した前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、患
者ごとのカルテ情報を記憶する記憶部から、前記特定の患者のカルテ情報を読み出す、処
理を実行させ、
　前記送信する処理は、
　読み出した前記カルテ情報の送信要求を受け付けると、読み出した前記カルテ情報を前
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記無線端末に送信する、ことを特徴とする請求項６に記載のカルテ情報提供プログラム。
【請求項８】
　前記特定の患者は、前記無線端末のユーザにとっての診療対象である、ことを特徴とす
る請求項６または７に記載のカルテ情報提供プログラム。
【請求項９】
　コンピュータが、
　無線端末から該無線端末の位置情報を受信し、
　受信した前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、前
記特定の患者のカルテ情報を前記無線端末に送信する、
　処理を実行することを特徴とするカルテ情報提供方法。
【請求項１０】
　無線端末から該無線端末の位置情報を受信し、
　受信した前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、前
記特定の患者のカルテ情報を前記無線端末に送信する、
　制御部を有することを特徴とするカルテ情報提供プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カルテ情報提供プログラム、カルテ情報提供方法、およびカルテ情報提供装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子カルテシステムでは、データベースサーバに蓄積された患者のカルテ情報か
ら、医療従事者が指定した患者のカルテ情報を抽出して医療従事者が使用するＰＣ（Ｐｅ
ｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）やタブレット端末などの利用端末に表示させる。医療
従事者は、患者のカルテ情報を参照して、これまでの診療経過を確認したり、今後の診療
方針を決めたりすることができる。
【０００３】
　関連する技術としては、例えば、病院外からサーバにアクセスしたときに個人情報にア
クセスする必要がある状況のユーザだけにアクセスを許可するためのものがある。また、
例えば、顧客がサービス提供会社のサーチ区域に入った場合、顧客に別途の行動や行為を
全く要求せず、顧客が所持するブルートゥース（登録商標）モジュールが内蔵された携帯
電話を用いて、サービス提供会社において即刻かつ迅速に顧客を認知するための技術があ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２４８０２７号公報
【特許文献２】特開２０１０－２７３３３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来技術では、医療従事者により指定された患者のカルテ情報が、医療
従事者の利用端末に表示されるまでの時間が長くなってしまう。例えば、患者のカルテ情
報のデータ量が大きいと、データベースサーバからのカルテ情報の読出処理や、利用端末
へのカルテ情報の転送処理にかかる時間が増大し、利用端末にカルテ情報が表示されるま
での時間が長くなってしまう。
【０００６】
　１つの側面では、本発明は、医療従事者の利用端末にカルテ情報が表示されるまでの時
間を短縮することができるカルテ情報提供プログラム、カルテ情報提供方法、およびカル
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テ情報提供装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面によれば、所定のエリアに在圏する無線端末を検出し、無線端末と該無
線端末のユーザ、および、該ユーザと医療従事者の利用端末との対応関係を記憶する記憶
部を参照して、検出した前記無線端末に対応付けられた医療従事者の利用端末を特定し、
特定した前記利用端末に、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を提供するカルテ
情報提供プログラム、カルテ情報提供方法、およびカルテ情報提供装置が提案される。
【０００８】
　また、本発明の一側面によれば、無線端末から該無線端末の位置情報を受信し、受信し
た前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、前記特定の
患者のカルテ情報を前記無線端末に送信するカルテ情報提供プログラム、カルテ情報提供
方法、およびカルテ情報提供装置が提案される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の一態様によれば、医療従事者の利用端末にカルテ情報が表示されるまでの時間
を短縮することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、実施の形態１にかかるカルテ情報提供方法の一実施例を示す説明図であ
る。
【図２】図２は、実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の一例を示す説明図で
ある。
【図３】図３は、カルテ情報提供装置１００のハードウェア構成例を示すブロック図であ
る。
【図４】図４は、利用端末１３０のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【図５】図５は、カルテ情報ＤＢ５００の記憶内容の一例を示す説明図である。
【図６】図６は、受付ＤＢ６００の記憶内容の一例を示す説明図である。
【図７】図７は、実施の形態１にかかるカルテ情報提供装置１００の機能的構成例を示す
ブロック図である。
【図８】図８は、実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の動作例１を示す説明
図である。
【図９】図９は、利用端末１３０の表示画面の遷移の一例を示す説明図である。
【図１０】図１０は、実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の動作例２を示す
説明図である。
【図１１】図１１は、実施の形態１にかかるカルテ情報提供処理手順の一例を示すフロー
チャートである。
【図１２】図１２は、実施の形態１にかかる表示処理手順の一例を示すフローチャートで
ある。
【図１３】図１３は、実施の形態２にかかるカルテ情報提供方法の一実施例を示す説明図
である。
【図１４】図１４は、実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の一例を示す説
明図である。
【図１５】図１５は、実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の動作例１を示
す説明図である。
【図１６】図１６は、実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の動作例２を示
す説明図である。
【図１７】図１７は、実施の形態２にかかるカルテ情報提供処理手順の一例を示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　以下に、図面を参照して、本発明にかかるカルテ情報提供プログラム、カルテ情報提供
方法、およびカルテ情報提供装置の実施の形態を詳細に説明する。
【００１２】
（実施の形態１）
　図１は、実施の形態１にかかるカルテ情報提供方法の一実施例を示す説明図である。図
１において、カルテ情報提供装置１００は、患者のカルテ情報を利用端末１３０に提供す
るコンピュータである。利用端末１３０は、医療従事者が使用するコンピュータである。
【００１３】
　医療従事者とは、医療に関する業務に携わる者である。医療従事者は、例えば、医師、
看護師、レントゲン技師、受付担当者、薬剤師、産業医、保健師、カウンセラーなどであ
る。カルテ情報とは、電子化した患者の診療記録であり、いわゆる、電子カルテである。
カルテ情報は、例えば、患者からの主訴、患者に対する所見、患者に対する処置内容や処
方薬、患者に対する治療方針などの情報を含む。
【００１４】
　病院や診療所では、患者は、自身の診療が開始されるまで待合室に待機して自身の診療
が開始される順番になると診療室に移動する一方で、医療従事者は、診療室に待機してお
り、診療室を訪れた患者を診療するというやり方がとられることが多い。以下の説明では
、自身の診療が開始されるまで待機することを「診療待ち」と表記する場合がある。
【００１５】
　ここで、医療従事者は、患者が診療室を訪れてから、ＰＣ等を用いて診療室を訪れた患
者のカルテ情報をデータベースサーバに読み出させて、データベースサーバからカルテ情
報を受信し、診療室を訪れた患者のカルテ情報を閲覧することになる。以下の説明では、
データベースサーバを「ＤＢ（ＤａｔａＢａｓｅ）サーバ」と表記する場合がある。
【００１６】
　しかしながら、ＤＢサーバに蓄積されたカルテ情報のデータ量が膨大になるにつれ、医
療従事者から表示要求された患者のカルテ情報をＤＢサーバにおいて読み出す際にかかる
読出時間の増大化を招いてしまう。さらに、読み出された患者のカルテ情報を医療従事者
が使用するＰＣ等へ提供する際にかかる通信時間の増大化をも招いてしまう。また、提供
された患者のカルテ情報を医療従事者が使用するＰＣ等において表示する際にかかる表示
時間の増大化をも招いてしまう。
【００１７】
　したがって、患者のカルテ情報が、医療従事者によって表示要求されてから、医療従事
者が使用するＰＣ等に提供され、医療従事者が使用するＰＣ等に表示されるまでの医療従
事者の待ち時間の増大化を招いてしまうことになる。結果として、医療従事者による患者
の診療開始が遅延したり、医療従事者による患者の診療効率が悪化してしまい、患者に提
供する医療サービスの質が低下するおそれがある。そこで、本実施の形態では、医療従事
者が使用するＰＣ等にカルテ情報が表示されるまでの時間を短縮することができるカルテ
情報提供方法について説明する。
【００１８】
　図１において、無線端末１１０は、自装置の識別情報を自装置の通信圏内に発信するコ
ンピュータである。無線端末１１０は、患者によって携帯される。センサ１２０は、無線
端末１１０が発信した無線端末１１０の識別情報を、カルテ情報提供装置１００に送信す
るコンピュータである。センサ１２０は、所定のエリアに設けられる。センサ１２０は、
例えば、患者が診療待ちをする待合室１２１に設けられる。
【００１９】
　利用端末１３０は、医療従事者の操作入力によって特定の患者が指定されると、カルテ
情報提供装置１００から提供されたカルテ情報のうちの特定の患者のカルテ情報を表示す
る。利用端末１３０は、例えば、診療室１３１に設けられる。利用端末１３０は、例えば
、医療従事者によって携帯され、診療室１３１に持ち込まれてもよい。
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【００２０】
　図１の例では、（１）患者は、待合室１２１などの所定のエリアに進入する。ここで、
患者によって携帯された無線端末１１０は、自装置の識別情報を自装置の通信圏内に発信
する。これにより、無線端末１１０は、待合室１２１などの所定のエリアに進入し、無線
端末１１０を携帯した診療待ちの患者がいることを示す情報として、無線端末１１０の識
別情報を発信することができる。
【００２１】
　待合室１２１などの所定のエリアに設けられたセンサ１２０は、無線端末１１０から発
信された識別情報を受信して、カルテ情報提供装置１００に送信する。これにより、セン
サ１２０は、待合室１２１などの所定のエリアに無線端末１１０を携帯した診療待ちの患
者がいることを示す情報として発信された、無線端末１１０の識別情報を中継して、カル
テ情報提供装置１００に転送することができる。
【００２２】
　（２）カルテ情報提供装置１００は、所定のエリアに在圏する無線端末１１０の識別情
報を、所定のエリアに設けられたセンサ１２０から受信する。そして、カルテ情報提供装
置１００は、受信した識別情報によって識別される無線端末１１０を、所定のエリアに在
圏する無線端末１１０として検出する。これにより、カルテ情報提供装置１００は、待合
室１２１などの所定のエリアに無線端末１１０を携帯した診療待ちの患者がいることを検
出することができる。
【００２３】
　（３）カルテ情報提供装置１００は、無線端末１１０と、無線端末１１０を携帯する患
者と、患者を診療する医療従事者の利用端末１３０との対応関係を記憶する記憶部を参照
して、検出した無線端末１１０に対応付けられた利用端末１３０を特定する。これにより
、カルテ情報提供装置１００は、診療待ちの患者が医療従事者からの診療を受ける診療室
１３１に設けられ、診療待ちの患者のカルテ情報を提供しておくことが好ましい利用端末
１３０を特定することができる。
【００２４】
　（４）カルテ情報提供装置１００は、ＤＢサーバとして、患者ごとのカルテ情報を蓄積
している。カルテ情報提供装置１００は、蓄積したカルテ情報の中から、検出した無線端
末１１０を携帯する患者のカルテ情報を抽出する。そして、カルテ情報提供装置１００は
、特定した利用端末１３０に、抽出した患者のカルテ情報を提供する。これにより、カル
テ情報提供装置１００は、医療従事者が利用端末１３０に患者のカルテ情報を表示要求す
るのに先立って、医療従事者の利用端末１３０に患者のカルテ情報を提供しておくことが
できる。
【００２５】
　（５）利用端末１３０は、提供された患者のカルテ情報を記憶する。利用端末１３０は
、医療従事者の操作入力によって、記憶した患者のカルテ情報が表示要求されると、患者
のカルテ情報を表示する。これにより、利用端末１３０は、医療従事者が患者のカルテ情
報を表示要求した際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供されるの
を待つことなく、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。そして、利用端末１３
０は、患者のカルテ情報が表示要求されてから患者のカルテ情報が表示されるまでの待ち
時間を短縮することができる。
【００２６】
　このように、カルテ情報提供装置１００によれば、患者の診療開始に先立って、患者が
待合室１２１を訪れて診療待ちしている間に、患者のカルテ情報を読み出して医療従事者
の利用端末１３０に提供することができる。そして、カルテ情報提供装置１００によれば
、患者が診療室１３１を訪れた際に利用端末１３０に患者のカルテ情報が表示されるまで
の時間を短縮することができる。また、カルテ情報提供装置１００によれば、患者が診療
室１３１を訪れる前に、予め利用端末１３０に患者のカルテ情報を表示させることができ
る。これにより、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者による患者の診療開始が遅延
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してしまうことを防止することができ、患者の診療にかかる時間を短縮させることができ
る。そして、医療従事者は、患者一人当たりの診療にかかる時間が短縮されるため、効率
よく医療サービスを行うことができ、医療サービスの質を向上することができる。
【００２７】
　ここでは、カルテ情報提供装置１００が、医療従事者の利用端末１３０とは別の装置で
ある場合について説明したが、これに限らない。例えば、カルテ情報提供装置１００は、
医療従事者の利用端末１３０と一体であってもよい。また、ここでは、カルテ情報提供装
置１００が、患者のカルテ情報を蓄積するＤＢサーバになる場合について説明したが、こ
れに限らない。例えば、カルテ情報提供装置１００とは異なる情報蓄積装置がＤＢサーバ
として患者のカルテ情報を蓄積し、カルテ情報提供装置１００が情報蓄積装置からカルテ
情報を取得してもよい。
【００２８】
　また、ここでは、利用端末１３０が、医療従事者の操作入力によって表示要求された場
合にカルテ情報を表示する場合について説明したが、これに限らない。例えば、利用端末
１３０は、カルテ情報を受信した場合に、カルテ情報の表示要求を待たずにカルテ情報を
自動で表示してもよい。
【００２９】
（実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の一例）
　次に、図２を用いて、図１に示したカルテ情報提供方法を適用した、実施の形態１にか
かる電子カルテシステム２００の一例について説明する。
【００３０】
　図２は、実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の一例を示す説明図である。
図２において、電子カルテシステム２００は、カルテ情報提供装置１００と、複数の無線
端末１１０と、複数のセンサ１２０と、複数の利用端末１３０と、受付装置２０１とを含
む。カルテ情報提供装置１００と、利用端末１３０と、受付装置２０１とは、ネットワー
ク２１０により接続される。ネットワーク２１０は、例えば、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒ
ｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、インターネ
ット、携帯電話網などである。
【００３１】
　カルテ情報提供装置１００は、患者のカルテ情報を、医療従事者の利用端末１３０に提
供するコンピュータである。カルテ情報提供装置１００は、例えば、医療施設、または医
療施設に対応するデータセンターなどに設けられる。医療施設は、例えば、病院、薬局、
介護施設、または児童福祉施設などである。カルテ情報提供装置１００は、例えば、サー
バ、ワークステーション、ＰＣ、ノートＰＣなどである。
【００３２】
　無線端末１１０は、例えば、一定時間ごとに、または、センサ１２０から発信された電
波を受信すると、自装置の識別情報を自装置の通信圏内に発信する。無線端末１１０は、
例えば、患者に貸与可能なように医療施設に設けられる。無線端末１１０は、具体的には
、医療施設の受付において、医療施設を訪れた患者に貸与され、患者によって携帯される
。無線端末１１０は、例えば、情報処理端末、ＲＦＩＤ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）のリーダ／ライタ装置、スマートフォンなどである。
【００３３】
　センサ１２０は、無線端末１１０から発信された識別情報を受信して、カルテ情報提供
装置１００に送信する。複数のセンサ１２０のそれぞれは、例えば、複数の診療科のそれ
ぞれにおいて診療対象になる患者が待機する所定のエリアに設けられる。所定のエリアは
、例えば、患者が待機する待合室１２１である。
【００３４】
　利用端末１３０は、利用端末１３０を使用する医療従事者からの操作入力によって、所
望の患者のカルテ情報の表示要求を受け付けることができる。また、利用端末１３０は、
カルテ情報提供装置１００から提供されたカルテ情報の中から、表示要求を受け付けた患
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者のカルテ情報を表示することができる。
【００３５】
　複数の利用端末１３０のそれぞれは、複数の診療科のそれぞれに所属する医療従事者が
待機する待機場所に設けられる。待機場所は、例えば、診療科に割り当てられた診療室１
３１である。診療科とは、診療分野の区分である。診療科は、例えば、内科、外科、整形
外科、小児科、産婦人科、皮膚科、眼科、放射線科、精神科などである。利用端末１３０
は、例えば、医療従事者によって利用される。利用端末１３０は、例えば、ＰＣ、ノート
ＰＣ、スマートフォン、タブレット端末、携帯端末などである。
【００３６】
　受付装置２０１は、無線端末１１０が患者に貸与された場合に、無線端末１１０の識別
情報と、無線端末１１０を携帯する患者の識別情報を対応付けた受付情報を、カルテ情報
提供装置１００に送信するコンピュータである。受付装置２０１は、例えば、患者に無線
端末１１０を貸与する医療施設の受付に設けられる。受付装置２０１は、医療施設の受付
の職員によって利用される。受付装置２０１は、例えば、ＰＣ、ノートＰＣ、タブレット
端末、携帯端末などである。
【００３７】
　ここでは、カルテ情報提供装置１００と、利用端末１３０とが別々の装置である場合に
ついて説明したが、これに限らない。例えば、カルテ情報提供装置１００と、利用端末１
３０とは一体であってもよい。また、例えば、電子カルテシステム２００にカルテ情報提
供装置１００が含まれず、利用端末１３０がカルテ情報提供装置１００として動作しても
よい。
【００３８】
　ここでは、無線端末１１０が、医療施設において貸与される場合について説明したが、
これに限らない。例えば、無線端末１１０は、医療施設を訪れる前から患者が携帯してい
た、患者所有のコンピュータであってもよい。
【００３９】
（カルテ情報提供装置１００のハードウェア構成例）
　次に、図３を用いて、図２に示した実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の
一例に含まれる、カルテ情報提供装置１００のハードウェア構成例について説明する。
【００４０】
　図３は、カルテ情報提供装置１００のハードウェア構成例を示すブロック図である。図
３において、カルテ情報提供装置１００は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ　Ｕｎｉｔ）３０１と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）３０２と、Ｒ
ＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）３０３と、ディスクドライブ３０４
と、ディスク３０５と、インターフェース（Ｉ／Ｆ：Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）３０６とを有
する。また、ＣＰＵ３０１と、ＲＯＭ３０２と、ＲＡＭ３０３と、ディスクドライブ３０
４と、Ｉ／Ｆ３０６とは、バス３００によってそれぞれ接続される。
【００４１】
　ＣＰＵ３０１は、カルテ情報提供装置１００の全体の制御を司る。ＲＯＭ３０２は、ブ
ートプログラム、実施の形態にかかるカルテ情報提供プログラムなどの各種プログラムを
記憶する。ＲＡＭ３０３は、ＣＰＵ３０１のワークエリアとして利用される。また、ＲＡ
Ｍ３０３は、各種プログラムの実行により得られたデータなどの各種データを記憶する。
【００４２】
　ディスクドライブ３０４は、ＣＰＵ３０１の制御により、ディスク３０５に対するデー
タのリードまたはライトを制御する。ディスク３０５は、ディスクドライブ３０４の制御
により書き込まれたデータを記憶する。また、ＲＡＭ３０３やディスク３０５は、図５に
後述するカルテ情報ＤＢ５００、および図６に後述する受付ＤＢ６００などの各種テーブ
ルを記憶する。
【００４３】
　Ｉ／Ｆ３０６は、通信回線を通じてネットワーク２１０に接続され、ネットワーク２１
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０を介して他の装置に接続される。他の装置は、例えば、図２に示した電子カルテシステ
ム２００に含まれる装置である。他の装置は、具体的には、利用端末１３０である。そし
て、Ｉ／Ｆ３０６は、ネットワーク２１０とカルテ情報提供装置１００とを接続して、他
の装置からのデータの入出力を制御する。Ｉ／Ｆ３０６は、例えば、モデムやＬＡＮアダ
プタなどである。
【００４４】
　カルテ情報提供装置１００は、ディスクドライブ３０４とディスク３０５との代わりに
、ＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）と半導体メモリとを有してもよい。ま
た、カルテ情報提供装置１００は、光ディスク、ディスプレイ、キーボード、マウス、ス
キャナ、およびプリンタなどを有してもよい。
【００４５】
（利用端末１３０のハードウェア構成例）
　次に、図４を用いて、図２に示した実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の
一例に含まれる、利用端末１３０のハードウェア構成例について説明する。
【００４６】
　図４は、利用端末１３０のハードウェア構成例を示すブロック図である。図４において
、利用端末１３０は、ＣＰＵ４０１と、ＲＯＭ４０２と、ＲＡＭ４０３と、フラッシュＲ
ＯＭ４０４と、Ｉ／Ｆ４０５と、入力装置４０６と、出力装置４０７とを有する。また、
ＣＰＵ４０１と、ＲＯＭ４０２と、ＲＡＭ４０３と、フラッシュＲＯＭ４０４と、Ｉ／Ｆ
４０５と、入力装置４０６と、出力装置４０７とは、バス４００によってそれぞれ接続さ
れる。
【００４７】
　ここで、ＣＰＵ４０１は、利用端末１３０の全体の制御を司る。ＲＯＭ４０２は、アプ
リケーションプログラムなどの各種プログラムを記憶する。ＲＡＭ４０３は、ＣＰＵ４０
１のワークエリアとして利用される。また、ＲＡＭ４０３は、各種プログラムの実行によ
り得られたデータなどの各種データを記憶する。フラッシュＲＯＭ４０４は、ブートプロ
グラムなどの各種プログラムを記憶する。
【００４８】
　Ｉ／Ｆ４０５は、通信回線を通じてネットワーク２１０に接続され、ネットワーク２１
０を介して他の装置に接続される。他の装置は、例えば、図２に示した電子カルテシステ
ム２００に含まれる装置である。他の装置は、具体的には、カルテ情報提供装置１００で
ある。そして、Ｉ／Ｆ４０５は、ネットワーク２１０と利用端末１３０とを接続して、他
の装置からのデータの入出力を制御する。
【００４９】
　入力装置４０６は、キーボード、マウス、タッチパネルなどのユーザの操作入力によっ
て、各種データの入力を行うインターフェースである。出力装置４０７は、ＣＰＵ４０１
の指示により、データを出力するインターフェースである。出力装置４０７は、例えば、
カーソル、アイコンあるいはツールボックスをはじめ、文書、画像、機能情報などのデー
タを表示するディスプレイである。出力装置４０７は、プリンタであってもよい。
【００５０】
　利用端末１３０は、ディスクドライブおよびディスク、ＳＳＤおよび半導体メモリを有
してもよい。無線端末１１０および受付装置２０１のハードウェア構成例は、例えば、図
４に示した利用端末１３０のハードウェア構成例と同様であるため、説明を省略する。
【００５１】
（カルテ情報ＤＢ５００の記憶内容）
　次に、図５を用いて、カルテ情報ＤＢ５００の記憶内容の一例について説明する。カル
テ情報ＤＢ５００は、例えば、図３に示したＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、ディスク３０
５などの記憶領域によって実現される。
【００５２】
　図５は、カルテ情報ＤＢ５００の記憶内容の一例を示す説明図である。図５に示すよう
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に、カルテ情報ＤＢ５００は、患者ＩＤのフィールドに対応付けて、患者氏名と、患者カ
ナ氏名と、生年月日と、血液型と、住所と、位置情報と、電話番号と、診療記録とのフィ
ールドを有する。カルテ情報ＤＢ５００において、患者ごとに各フィールドに情報が設定
されることにより、患者ごとのカルテ情報がレコード５００－ａとして記憶される。ａは
任意の整数である。図５の例では、ａは１～２の任意の整数である。
【００５３】
　患者ＩＤは、患者の識別情報である。患者氏名は、患者ＩＤによって識別される患者の
氏名を漢字表記した文字列である。患者カナ氏名は、患者ＩＤによって識別される患者の
氏名をカナ表記した文字列である。生年月日は、患者ＩＤによって識別される患者の生年
月日である。血液型は、患者ＩＤによって識別される患者の血液型である。
【００５４】
　住所は、患者ＩＤによって識別される患者の住所である。位置情報は、患者ＩＤによっ
て識別される患者の住所を示す、緯度と経度とを組み合わせた座標値である。電話番号は
、患者ＩＤによって識別される患者に対応する電話番号である。診療記録は、患者ＩＤに
よって識別される患者を診療した際の医療従事者の所見などである。
【００５５】
（受付ＤＢ６００の記憶内容）
　次に、図６を用いて、受付ＤＢ６００の記憶内容の一例について説明する。受付ＤＢ６
００は、例えば、図３に示したＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、ディスク３０５などの記憶
領域によって実現される。
【００５６】
　図６は、受付ＤＢ６００の記憶内容の一例を示す説明図である。図６に示すように、受
付ＤＢ６００は、患者ＩＤのフィールドに対応付けて、患者端末ＩＤと、担当医ＩＤと、
担当医端末ＩＤと、診療予定日と、診療予定時刻とのフィールドを有する。受付ＤＢ６０
０において、患者ごとに各フィールドに情報が設定されることにより、受付情報がレコー
ド６００－ｂとして記憶される。ｂは任意の整数である。図６の例では、ｂは１～２の任
意の整数である。
【００５７】
　患者ＩＤは、患者の識別情報である。患者端末ＩＤは、患者ＩＤによって識別される患
者によって携帯される無線端末１１０の識別情報である。担当医ＩＤは、患者ＩＤによっ
て識別される患者を診療する医療従事者の識別情報である。担当医端末ＩＤは、担当医Ｉ
Ｄによって識別される医療従事者の利用端末１３０の識別情報である。診療予定日は、患
者ＩＤによって識別される患者を、担当医ＩＤによって識別される医療従事者が診療する
予定がある日時である。診療予定時刻は、患者ＩＤによって識別される患者を、担当医Ｉ
Ｄによって識別される医療従事者が診療する予定がある時刻である。
【００５８】
（実施の形態１にかかるカルテ情報提供装置１００の機能的構成例）
　次に、図７を用いて、実施の形態１にかかるカルテ情報提供装置１００の機能的構成例
について説明する。
【００５９】
　図７は、実施の形態１にかかるカルテ情報提供装置１００の機能的構成例を示すブロッ
ク図である。図７において、カルテ情報提供装置１００は、記憶部７０１と、検出部７０
２と、読出部７０３と、提供部７０４とを含む。
【００６０】
　記憶部７０１は、例えば、ＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、ディスク３０５などの記憶領
域によって実現される。検出部７０２～提供部７０４は、制御部となる機能であり、例え
ば、図３に示したＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、ディスク３０５などの記憶装置に記憶さ
れたプログラムをＣＰＵ３０１に実行させることにより、または、Ｉ／Ｆ３０６により、
その機能を実現する。各機能部の処理結果は、例えば、ＲＡＭ３０３、ディスク３０５な
どの記憶領域に記憶される。
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【００６１】
　記憶部７０１は、患者ごとのカルテ情報を記憶する。記憶部７０１は、例えば、患者ご
とに、患者ＩＤと診療記録とを対応付けたカルテ情報を記憶する。記憶部７０１は、具体
的には、図５に示したカルテ情報ＤＢ５００を記憶する。これにより、記憶部７０１は、
医療従事者が患者を診療する際に医療従事者に閲覧される診療記録を含むカルテ情報を蓄
積しておくことができる。
【００６２】
　記憶部７０１は、無線端末１１０と該無線端末１１０のユーザ、および、該ユーザと医
療従事者の利用端末１３０との対応関係を記憶する。無線端末１１０とは、患者によって
携帯されるコンピュータである。無線端末１１０のユーザとは、患者である。記憶部７０
１は、例えば、患者ＩＤと患者端末ＩＤと担当医端末ＩＤとを対応付けた受付情報を記憶
する。記憶部７０１は、具体的には、図６に示した受付ＤＢ６００を記憶する。これによ
り、記憶部７０１は、カルテ情報提供装置１００が無線端末１１０を携帯する患者のカル
テ情報を提供する利用端末１３０を特定する際に、カルテ情報提供装置１００に用いられ
る受付情報を蓄積しておくことができる。
【００６３】
　記憶部７０１は、例えば、無線端末１１０が在圏する可能性がある所定のエリアと、所
定のエリアに対応する医療従事者の利用端末１３０との対応関係を記憶してもよい。記憶
部７０１は、具体的には、所定の診療科の待合室１２１に設けられたセンサ１２０の識別
情報と、所定の診療科に対応する利用端末１３０の担当医端末ＩＤとの対応関係を記憶す
る。これにより、記憶部７０１は、カルテ情報提供装置１００が無線端末１１０を携帯す
る患者のカルテ情報を提供する利用端末１３０を特定する際に、カルテ情報提供装置１０
０に用いられる情報を蓄積しておくことができる。
【００６４】
　検出部７０２は、所定のエリアに在圏する無線端末１１０を検出する。検出部７０２は
、例えば、所定の診療科の待合室１２１において診療待ちの患者によって携帯された無線
端末１１０によって発信された患者端末ＩＤを、所定の診療科の待合室１２１に設けられ
たセンサ１２０から受信する。これにより、検出部７０２は、受信した患者端末ＩＤを参
照して、所定の診療科の待合室１２１に在圏する無線端末１１０を検出することができる
。換言すれば、検出部７０２は、所定の診療科の待合室１２１において無線端末１１０を
携帯する診療待ちの患者がいることを検出することができる。
【００６５】
　読出部７０３は、検出部７０２が無線端末１１０を検出したことに応じて、記憶部７０
１から、検出部７０２が検出した無線端末１１０のユーザのカルテ情報を読み出す。読出
部７０３は、例えば、受付ＤＢ６００から、検出部７０２が受信した患者端末ＩＤに対応
付けられた患者ＩＤを読み出す。そして、読出部７０３は、カルテ情報ＤＢ５００から、
読み出した患者ＩＤを含むレコードとして記憶されたカルテ情報を読み出す。これにより
、読出部７０３は、利用端末１３０に提供するカルテ情報を、医療従事者が利用端末１３
０を介してカルテ情報を表示要求するのに先立って取得しておくことができる。
【００６６】
　読出部７０３は、検出部７０２が検出した無線端末１１０が所定のエリアに一定時間以
上在圏する場合に、記憶部７０１から、検出した無線端末１１０のユーザのカルテ情報を
読み出してもよい。読出部７０３は、例えば、検出部７０２が患者端末ＩＤを受信してか
ら一定時間後に、同一の患者端末ＩＤを受信した場合に、検出部７０２が検出した患者端
末ＩＤによって識別される無線端末１１０が、所定のエリアに一定時間以上在圏すると判
定する。次に、読出部７０３は、一定時間以上在圏すると判定した場合に、受付ＤＢ６０
０から、検出部７０２が受信した患者端末ＩＤに対応付けられた患者ＩＤを読み出す。そ
して、読出部７０３は、カルテ情報ＤＢ５００から、読み出した患者ＩＤを含むレコード
として記憶されたカルテ情報を読み出す。これにより、読出部７０３は、利用端末１３０
に提供するカルテ情報として、所定のエリアに一定時間以上在圏する無線端末１１０を携
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帯する診療待ちの患者のカルテ情報を取得しておくことができる。換言すれば、読出部７
０３は、所定のエリアを通過した無線端末１１０を携帯する患者などの診療待ちしていな
い患者のカルテ情報を取得することを抑制することができる。
【００６７】
　読出部７０３は、検出部７０２が検出した無線端末１１０のユーザの診療予定時刻が現
在時刻から所定時間以内である場合に、記憶部７０１から、検出した無線端末１１０のユ
ーザのカルテ情報を読み出してもよい。読出部７０３は、例えば、受付ＤＢ６００から、
検出部７０２が受信した患者端末ＩＤに対応付けられた患者ＩＤと診療予定日と診療予定
時刻とを読み出す。次に、読出部７０３は、診療予定日の診療予定時刻が、現在時刻から
所定時間以内であるか否かを判定する。そして、読出部７０３は、所定時間以内であれば
、カルテ情報ＤＢ５００から、読み出した患者ＩＤを含むレコードとして記憶されたカル
テ情報を読み出す。これにより、読出部７０３は、利用端末１３０に提供するカルテ情報
として、所定のエリアに在圏する無線端末１１０を携帯し、診療待ちであって診療予定時
刻までの残り時間が少ない患者のカルテ情報から優先的に取得しておくことができる。換
言すれば、読出部７０３は、所定のエリアに在圏する無線端末１１０を携帯していても、
現在時刻から所定時間以内に診療される予定がない患者のカルテ情報を取得するのを後回
しにすることができる。
【００６８】
　読出部７０３は、記憶部７０１を参照して、検出部７０２が検出した無線端末１１０に
対応付けられた医療従事者の利用端末１３０を特定する。読出部７０３は、例えば、受付
ＤＢ６００において、検出部７０２が受信した患者端末ＩＤに対応付けられた担当医端末
ＩＤを読み出す。これにより、読出部７０３は、読み出した担当医端末ＩＤを参照して、
読み出したカルテ情報を提供する利用端末１３０を特定することができる。
【００６９】
　読出部７０３は、例えば、記憶部７０１を参照して、検出部７０２が受信した患者端末
ＩＤの無線端末１１０が在圏する所定のエリアに設けられたセンサ１２０の識別情報に対
応付けられた担当医端末ＩＤを読み出してもよい。これにより、読出部７０３は、読み出
した担当医端末ＩＤを参照して、読み出したカルテ情報を提供する利用端末１３０を特定
することができる。
【００７０】
　提供部７０４は、読出部７０３が特定した利用端末１３０に、検出部７０２が検出した
無線端末１１０のユーザのカルテ情報を提供する。提供部７０４は、例えば、読出部７０
３が特定した担当医端末ＩＤによって識別される利用端末１３０に、読出部７０３が読み
出した患者のカルテ情報を送信する。
【００７１】
　患者のカルテ情報は、送信された利用端末１３０において該患者が指定されると、該利
用端末１３０の表示画面に表示される。例えば、利用端末１３０は、医療従事者の操作入
力によって患者のカルテ情報の表示要求を受け付けると、受信したカルテ情報の中から表
示要求された患者のカルテ情報を特定して、利用端末１３０の表示画面に表示する。
【００７２】
　これにより、提供部７０４は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求するのに先立
って、医療従事者の利用端末１３０に患者のカルテ情報を提供しておくことができる。結
果として、医療従事者の利用端末１３０は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求し
た際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供されるのを待つことなく
、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。
【００７３】
　提供部７０４は、読み出したカルテ情報の送信要求を受け付けた際に、特定した利用端
末１３０に、読み出したカルテ情報を送信してもよい。提供部７０４は、例えば、読出部
７０３が特定した担当医端末ＩＤによって識別される利用端末１３０から、患者のカルテ
情報の送信要求を受信する。そして、提供部７０４は、患者のカルテ情報の送信要求を受



(13) JP 2016-218742 A 2016.12.22

10

20

30

40

50

信した場合に、読出部７０３が読み出した患者のカルテ情報の中から患者のカルテ情報を
抽出して、読出部７０３が特定した担当医端末ＩＤによって識別される利用端末１３０に
送信する。
【００７４】
　これにより、提供部７０４は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求することによ
り利用端末１３０が患者のカルテ情報を送信要求するのに先立って、患者のカルテ情報を
読み出しておくことができる。結果として、提供部７０４は、医療従事者の利用端末１３
０から患者のカルテ情報が送信要求された際に、カルテ情報ＤＢ５００から患者のカルテ
情報を読み出すことなく、患者のカルテ情報を提供することが可能になる。
【００７５】
　提供部７０４は、読み出したカルテ情報の送信要求を受け付けた際に、特定した利用端
末１３０に、読み出したカルテ情報に対応する画面情報を送信してもよい。提供部７０４
は、例えば、患者のカルテ情報の送信要求を受信した場合に、患者のカルテ情報を示した
画面情報を生成して、利用端末１３０に送信する。これにより、利用端末１３０は、カル
テ情報を提供されてから、カルテ情報を含む画面情報を生成しなくてもよい。
【００７６】
（実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の動作例１）
　次に、図８を用いて、実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の動作例１につ
いて説明する。
【００７７】
　図８は、実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の動作例１を示す説明図であ
る。図８において、内科、外科、整形外科のそれぞれの診療科について、待合室１２１と
診療室１３１とが存在している。それぞれの待合室１２１には、センサ１２０が設けられ
ている。それぞれの診療室１３１には、利用端末１３０が設けられている。
【００７８】
　図８の例では、内科の待合室１２１を「待合室１２１Ａ」と表記する。また、外科の待
合室１２１を「待合室１２１Ｂ」と表記する。また、整形外科の待合室１２１を「待合室
１２１Ｃ」と表記する。また、内科の診療室１３１を「診療室１３１Ａ」と表記する。ま
た、外科の診療室１３１を「診療室１３１Ｂ」と表記する。また、整形外科の診療室１３
１を「診療室１３１Ｃ」と表記する。
【００７９】
　また、待合室１２１Ａに設けられたセンサ１２０を「センサ１２０Ａ」と表記する。待
合室１２１Ｂに設けられたセンサ１２０を「センサ１２０Ｂ」と表記する。また、待合室
１２１Ｃに設けられたセンサ１２０を「センサ１２０Ｃ」と表記する。また、診療室１３
１Ａに設けられた利用端末１３０を「利用端末１３０Ａ」と表記する。また、診療室１３
１Ｂに設けられた利用端末１３０を「利用端末１３０Ｂ」と表記する。また、診療室１３
１Ｃに設けられた利用端末１３０を「利用端末１３０Ｃ」と表記する。
【００８０】
　ここで、患者が、内科の待合室１２１Ａで診療待ちし、内科の診療室１３１Ａに移動し
て、内科の医療従事者によって内科の利用端末１３０Ａに表示された患者のカルテ情報を
参照して診療される場合を例に挙げて、動作例１について説明する。
【００８１】
　図８において、（１１）患者「○○太郎」は、医療施設を訪れると、受付において無線
端末１１０を貸与される。患者「○○太郎」は、貸与された無線端末１１０を携帯する。
【００８２】
　（１２）受付の職員は、受付装置２０１を用いて、患者「○○太郎」の識別情報「００
１」と、患者「○○太郎」に貸与した無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ１」
とを少なくとも対応付けた受付情報を生成する。受付の職員は、受付装置２０１を用いて
、生成した受付情報をカルテ情報提供装置１００に送信する。カルテ情報提供装置１００
は、受付情報を受信すると、受信した受付情報を、受付ＤＢ６００に追加する。
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【００８３】
　（１３）患者「○○太郎」は、貸与された無線端末１１０を携帯したまま、自身が診療
を受ける診療科に対応する所定のエリアに移動する。患者「○○太郎」は、例えば、貸与
された無線端末１１０を携帯したまま、自身が診療を受ける内科の待合室１２１Ａに移動
する。
【００８４】
　（１４）内科の待合室１２１Ａに設けられたセンサ１２０Ａは、患者「○○太郎」が携
帯する無線端末１１０から発信された無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ１」
を受信する。センサ１２０Ａは、受信した無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ
１」を、カルテ情報提供装置１００に送信する。
【００８５】
　（１５）カルテ情報提供装置１００は、無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ
１」を、内科の待合室１２１Ａに設けられたセンサ１２０Ａから受信する。カルテ情報提
供装置１００は、受付ＤＢ６００を参照して、受信した無線端末１１０の識別情報「Ｐ－
ＤＥＶＩＣＥ１」に対応付けられた患者「○○太郎」の識別情報「００１」を取得する。
カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ５００を参照して、取得した患者「○○太
郎」の識別情報「００１」を含むカルテ情報を取得する。
【００８６】
　カルテ情報提供装置１００は、無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ１」を送
信してきたセンサ１２０に対応する利用端末１３０を特定する。カルテ情報提供装置１０
０は、例えば、無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ１」を送信してきたセンサ
１２０が設けられた待合室１２１に対応する利用端末１３０を特定する。
【００８７】
　カルテ情報提供装置１００は、具体的には、センサ１２０Ａが設けられた内科の待合室
１２１Ａに対応する、内科の医療従事者の利用端末１３０Ａを特定する。カルテ情報提供
装置１００は、取得したカルテ情報を、特定した内科の医療従事者の利用端末１３０Ａに
送信する。
【００８８】
　（１６）利用端末１３０Ａは、カルテ情報を受信する。利用端末１３０Ａは、カルテ情
報を受信すると、患者の個人情報の一覧を含む一覧画面を表示したり、カルテ情報を含む
閲覧画面を表示する。ここで、図９の説明に移り、利用端末１３０の表示画面の遷移の一
例について説明する。
【００８９】
（利用端末１３０の表示画面の遷移の一例）
　図９は、利用端末１３０の表示画面の遷移の一例を示す説明図である。利用端末１３０
は、１または複数のカルテ情報を受信すると、一覧画面９１０を表示する。一覧画面９１
０は、患者の個人情報を示し、医療従事者の操作入力によって選択可能な１または複数の
表示領域９１１を含む画面である。一覧画面９１０は、利用端末１３０が新たな患者のカ
ルテ情報を受信する都度、利用端末１３０によって表示内容が更新されてもよい。
【００９０】
　利用端末１３０は、例えば、受信した１または複数のカルテ情報のそれぞれから、患者
氏名や患者カナ氏名などの患者の個人情報を抽出して、１または複数の患者の個人情報を
それぞれ示す表示領域９１１を含む一覧画面９１０の画面情報を生成する。そして、利用
端末１３０は、生成した画面情報に基づいて一覧画面９１０を表示する。
【００９１】
　利用端末１３０は、不図示のキーボードやマウスを用いた医療従事者の操作入力により
、いずれかの表示領域９１１の選択を受け付けると、一覧画面９１０から選択された表示
領域９１１に対応する閲覧画面９２０へと表示内容を遷移する。閲覧画面９２０は、いず
れかの患者のカルテ情報の診療記録を示す表示領域９２１を含む画面である。
【００９２】
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　利用端末１３０は、例えば、患者「○○太郎」の個人情報が表示された表示領域９１１
の選択を受け付ける。そして、利用端末１３０は、受信したカルテ情報のうち、患者「○
○太郎」のカルテ情報の診療記録を抽出して、患者「○○太郎」のカルテ情報の診療記録
を含む閲覧画面９２０の画面情報を生成する。そして、利用端末１３０は、生成した閲覧
画面９２０の画面情報に基づいて、一覧画面９１０から閲覧画面９２０へと表示内容を遷
移する。
【００９３】
　これにより、利用端末１３０は、医療従事者の操作入力によって患者のカルテ情報が表
示要求された際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供されるのを待
つことなく、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。
【００９４】
（実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の動作例２）
　次に、図１０を用いて、実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の動作例２に
ついて説明する。
【００９５】
　図１０は、実施の形態１にかかる電子カルテシステム２００の動作例２を示す説明図で
ある。動作例２では、動作例１とは異なり、診療科ごとに個別の待合室１２１が存在しな
い場合について説明する。
【００９６】
　図１０において、図８とは異なり、内科、外科、整形外科のそれぞれの診療科について
個別の待合室１２１が存在せず、それぞれの診療科について共通の待合室１２１が存在し
ている。一方で、図８と同様に、内科、外科、整形外科のそれぞれの診療科について、診
療室１３１が存在している。待合室１２１には、複数のセンサ１２０が設けられている。
それぞれの診療室１３１には、利用端末１３０が設けられている。
【００９７】
　図１０の例では、図８と同様に、内科の診療室１３１を「診療室１３１Ａ」と表記する
。また、外科の診療室１３１を「診療室１３１Ｂ」と表記する。また、整形外科の診療室
１３１を「診療室１３１Ｃ」と表記する。
【００９８】
　また、待合室１２１に設けられた複数のセンサを、それぞれ「センサ１２０ａ，１２０
ｂ，１２０ｃ」と表記する。また、診療室１３１Ａに設けられた利用端末１３０を「利用
端末１３０Ａ」と表記する。また、診療室１３１Ｂに設けられた利用端末１３０を「利用
端末１３０Ｂ」と表記する。また、診療室１３１Ｃに設けられた利用端末１３０を「利用
端末１３０Ｃ」と表記する。
【００９９】
　ここで、患者が、待合室１２１で診療待ちし、内科の診療室１３１Ａに移動して、内科
の医療従事者によって内科の利用端末１３０Ａに表示された患者のカルテ情報を参照して
診療される場合を例に挙げて、動作例２について説明する。
【０１００】
　図１０において、（２１）患者「○○太郎」は、医療施設を訪れると、受付において無
線端末１１０を貸与される。患者「○○太郎」は、貸与された無線端末１１０を携帯する
。
【０１０１】
　（２２）受付の職員は、受付装置２０１を用いて、受付情報を生成する。受付情報は、
例えば、患者「○○太郎」の識別情報「００１」と、該患者に貸与した無線端末１１０の
識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ１」と、該患者を診療する医療従事者の利用端末１３０の識
別情報「ＡＡＡ」とを少なくとも対応付けた情報である。受付の職員は、受付装置２０１
を用いて、生成した受付情報をカルテ情報提供装置１００に送信する。カルテ情報提供装
置１００は、受付情報を受信すると、受信した受付情報を、受付ＤＢ６００に追加する。
【０１０２】
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　（２３）患者「○○太郎」は、貸与された無線端末１１０を携帯したまま、複数の診療
科に共通する所定のエリアに移動する。患者「○○太郎」は、例えば、貸与された無線端
末１１０を携帯したまま、内科や外科や整形外科などに共通の待合室１２１に移動する。
【０１０３】
　（２４）共通の待合室１２１に設けられたセンサ１２０ｂは、患者「○○太郎」が携帯
する無線端末１１０から発信された無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ１」を
受信する。センサ１２０ｂは、受信した無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ１
」を、カルテ情報提供装置１００に送信する。
【０１０４】
　（２５）カルテ情報提供装置１００は、無線端末１１０の識別情報「Ｐ－ＤＥＶＩＣＥ
１」を、共通の待合室１２１に設けられたセンサ１２０ｂから受信する。カルテ情報提供
装置１００は、受付ＤＢ６００を参照して、受信した無線端末１１０の識別情報「Ｐ－Ｄ
ＥＶＩＣＥ１」に対応付けられた患者「○○太郎」の識別情報「００１」と、利用端末１
３０Ａの識別情報「ＡＡＡ」とを取得する。
【０１０５】
　カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ５００を参照して、取得した患者「○○
太郎」の識別情報「００１」を含むカルテ情報を取得する。カルテ情報提供装置１００は
、取得した識別情報「ＡＡＡ」によって識別される利用端末１３０Ａに、取得したカルテ
情報を送信する。
【０１０６】
　（２６）利用端末１３０Ａは、カルテ情報を受信する。利用端末１３０Ａは、カルテ情
報を受信すると、患者の個人情報の一覧を含む一覧画面９１０を表示したり、カルテ情報
を含む閲覧画面９２０を表示する。ここで、利用端末１３０の表示画面の遷移の一例は、
図９に示した表示画面の遷移の一例と同様であるため、説明を省略する。
【０１０７】
（実施の形態１にかかるカルテ情報提供処理手順）
　次に、図１１を用いて、カルテ情報提供装置１００が実行する、実施の形態１にかかる
カルテ情報提供処理手順の一例について説明する。
【０１０８】
　図１１は、実施の形態１にかかるカルテ情報提供処理手順の一例を示すフローチャート
である。図１１において、まず、カルテ情報提供装置１００は、患者が携帯する無線端末
１１０から発信され、センサ１２０に中継された、無線端末１１０の識別情報を受信する
（ステップＳ１１０１）。次に、カルテ情報提供装置１００は、受付ＤＢ６００を参照し
て、無線端末１１０の識別情報に対応付けられた患者の識別情報を取得する（ステップＳ
１１０２）。そして、カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ５００を参照して、
取得した患者の識別情報に対応付けられたカルテ情報を取得する（ステップＳ１１０３）
。
【０１０９】
　次に、カルテ情報提供装置１００は、受付ＤＢ６００を参照して、取得した患者の識別
情報に対応付けられた利用端末１３０の識別情報に基づいて、取得したカルテ情報を閲覧
する医療従事者の利用端末１３０を特定する（ステップＳ１１０４）。そして、カルテ情
報提供装置１００は、取得したカルテ情報を、特定した利用端末１３０に送信して（ステ
ップＳ１１０５）、カルテ情報提供処理を終了する。これにより、カルテ情報提供装置１
００は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求するのに先立って、医療従事者の利用
端末１３０に患者のカルテ情報を提供しておくことができる。
【０１１０】
（実施の形態１にかかる表示処理手順）
　次に、図１２を用いて、利用端末１３０が実行する、実施の形態１にかかる表示処理手
順の一例について説明する。
【０１１１】
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　図１２は、実施の形態１にかかる表示処理手順の一例を示すフローチャートである。図
１２において、まず、利用端末１３０は、１または複数のカルテ情報をカルテ情報提供装
置１００から受信する（ステップＳ１２０１）。次に、利用端末１３０は、受信したカル
テ情報のそれぞれから、患者氏名や患者カナ氏名などの患者の個人情報を抽出して、患者
の個人情報の一覧を表示する（ステップＳ１２０２）。そして、利用端末１３０は、医療
従事者の操作入力によって、個人情報を表示した患者のいずれかの指定を受け付ける（ス
テップＳ１２０３）。
【０１１２】
　次に、利用端末１３０は、指定された患者のカルテ情報から診療記録を抽出して、指定
された患者の診療記録を表示する（ステップＳ１２０４）。そして、利用端末１３０は、
表示処理を終了する。これにより、利用端末１３０は、医療従事者が患者のカルテ情報を
表示要求した際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供されるのを待
つことなく、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。
【０１１３】
　以上説明したように、カルテ情報提供装置１００によれば、所定のエリアに在圏する無
線端末１１０を検出し、記憶部７０１を参照して、検出した無線端末１１０に対応付けら
れた医療従事者の利用端末１３０を特定することができる。そして、カルテ情報提供装置
１００によれば、特定した利用端末１３０に、検出した無線端末１１０のユーザのカルテ
情報を提供することができる。これにより、カルテ情報提供装置１００は、所定のエリア
に在圏する患者のカルテ情報を医療従事者が表示要求するのに先立って、所定のエリアに
在圏する患者のカルテ情報を医療従事者の利用端末１３０に提供しておくことができる。
結果として、医療従事者の利用端末１３０は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求
した際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供されるのを待つことな
く、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。
【０１１４】
　また、カルテ情報提供装置１００によれば、患者ごとのカルテ情報を記憶する記憶部７
０１から、検出した無線端末１１０のユーザのカルテ情報を読み出すことができる。そし
て、カルテ情報提供装置１００によれば、読み出したカルテ情報の送信要求を受け付ける
と、特定した利用端末１３０に、読み出したカルテ情報を送信することができる。これに
より、カルテ情報提供装置１００は、所定のエリアに在圏する患者のカルテ情報を医療従
事者の利用端末１３０が送信要求するのに先立って、所定のエリアに在圏する患者のカル
テ情報を読み出しておくことができる。結果として、カルテ情報提供装置１００は、医療
従事者の利用端末１３０から患者のカルテ情報の送信要求を受け付けた場合に、送信要求
された患者のカルテ情報の読み出しを行わなくてもよく、予め読み出した患者のカルテ情
報を提供することができる。
【０１１５】
　また、カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報を読み出しても、医療従事者の利用端
末１３０から送信要求されないカルテ情報については医療従事者の利用端末１３０に送信
しないようにすることができる。そして、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者の利
用端末１３０との通信量の増加を抑制することができ、また、医療従事者の利用端末１３
０におけるカルテ情報についてのメモリ使用量の増加を抑制することができる。
【０１１６】
　また、カルテ情報提供装置１００によれば、検出した無線端末１１０が所定のエリアに
一定時間以上在圏する場合に、患者ごとのカルテ情報を記憶する記憶部７０１から、検出
した無線端末１１０のユーザのカルテ情報を読み出すことができる。これにより、カルテ
情報提供装置１００は、所定のエリアに一定時間以上在圏する患者のカルテ情報を、医療
従事者の利用端末１３０に提供することができる。換言すれば、カルテ情報提供装置１０
０は、所定のエリアを通過する患者などの診療待ちしていない患者のカルテ情報を、医療
従事者の利用端末１３０に送信しないようにすることができる。そして、カルテ情報提供
装置１００は、医療従事者が診療しない患者のカルテ情報が医療従事者の利用端末１３０
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に表示されないようにすることができ、医療従事者の利用端末１３０との通信量の増加を
抑制することができる。
【０１１７】
　また、カルテ情報提供装置１００によれば、検出した無線端末１１０のユーザの診療予
定時刻が現在時刻から所定時間以内である場合に、患者ごとのカルテ情報を記憶する記憶
部７０１から、検出した無線端末１１０のユーザのカルテ情報を読み出すことができる。
これにより、カルテ情報提供装置１００は、所定のエリアに一定時間以上在圏する患者の
カルテ情報を、医療従事者の利用端末１３０に提供することができる。換言すれば、カル
テ情報提供装置１００は、所定のエリアを通過する患者などの診療待ちしていない患者の
カルテ情報を、医療従事者の利用端末１３０に送信しないようにすることができる。そし
て、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が診療しない患者のカルテ情報が医療従事
者の利用端末１３０に表示されないようにすることができ、医療従事者の利用端末１３０
との通信量の増加を抑制することができる。
【０１１８】
　また、医療従事者の利用端末１３０によれば、検出した無線端末１１０のユーザのカル
テ情報を、検出した無線端末１１０のユーザが指定されると、該利用端末１３０の表示画
面に表示することができる。これにより、医療従事者の利用端末１３０は、医療従事者の
操作入力によって患者のカルテ情報が表示要求された際に、患者のカルテ情報を表示する
ことが可能になる。
【０１１９】
　ここで、従来の演算装置が、医療従事者が当日に診療する予定がある患者のカルテ情報
をすべて、医療従事者の利用端末１３０に提供する場合が考えられる。しかしながら、こ
の場合、従来の演算装置は、医療従事者の利用端末１３０との通信量の増大化を招き、医
療従事者の利用端末１３０におけるカルテ情報についてのメモリ使用量の増大化を招いて
しまう。また、従来の演算装置は、当日に診療する予定があるが実際には医療施設を訪れ
ておらず診療待ちしていない患者のカルテ情報などといった、提供しなくてもよい患者の
カルテ情報についても、医療従事者の利用端末１３０に提供してしまう。
【０１２０】
　一方で、本実施の形態１のカルテ情報提供装置１００によれば、所定のエリアに在圏す
る無線端末１１０を検出し、検出した無線端末１１０に対応付けられた医療従事者の利用
端末１３０に、検出した無線端末１１０のユーザのカルテ情報を提供することができる。
これにより、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が当日に診療する予定がある患者
のカルテ情報のうち、実際に医療施設を訪れた診療待ちの患者のカルテ情報から優先して
、医療従事者の利用端末１３０に提供することができる。結果として、カルテ情報提供装
置１００は、医療従事者の利用端末１３０との通信量の増加を抑制し、医療従事者の利用
端末１３０におけるカルテ情報についてのメモリ使用量の増加も抑制することができる。
【０１２１】
　また、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が当日に診療する予定があるが実際に
は医療施設を訪れておらず診療待ちしていない患者のカルテ情報などといった、提供しな
くてもよい患者のカルテ情報を利用端末１３０に提供しないようにすることができる。結
果として、カルテ情報提供装置１００は、提供しなくてもよい患者のカルテ情報について
、医療従事者の利用端末１３０への通信処理を削減し、医療従事者の利用端末１３０にお
けるメモリ使用量を削減することができる。
【０１２２】
（実施の形態２）
　次に、実施の形態２にかかるカルテ情報提供方法の一実施例について説明する。図１３
は、実施の形態２にかかるカルテ情報提供方法の一実施例を示す説明図である。図１３に
おいて、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が使用する無線端末１３０１に患者の
カルテ情報を提供するコンピュータである。
【０１２３】
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　訪問診療では、患者は、自身の診療が開始されるまで自宅や病室などの特定の場所にお
いて診療待ちする一方で、医療従事者は、診療待ちの患者がいる特定の場所に移動して診
療待ちの患者を診療するというやり方がとられることが多い。ここで、医療従事者は、診
療待ちの患者がいる特定の場所に移動すると、無線端末１３０１を用いて診療待ちの患者
のカルテ情報をＤＢサーバに読み出させて、ＤＢサーバからカルテ情報を受信して、患者
のカルテ情報を閲覧することになる。
【０１２４】
　しかしながら、ＤＢサーバに蓄積されたカルテ情報が膨大になるにつれ、医療従事者か
ら表示要求された患者のカルテ情報をＤＢサーバにおいて読み出す際にかかる読出時間の
増大化を招いてしまう。さらに、読み出された患者のカルテ情報を医療従事者が使用する
無線端末１３０１へ提供する際にかかる通信時間の増大化をも招いてしまう。また、提供
された患者のカルテ情報を医療従事者の無線端末１３０１において表示する際にかかる表
示時間の増大化をも招いてしまう。
【０１２５】
　したがって、患者のカルテ情報が、医療従事者によって表示要求されてから、医療従事
者の無線端末１３０１に提供され、医療従事者の無線端末１３０１に表示されるまでの医
療従事者の待ち時間の増大化を招いてしまうことになる。結果として、医療従事者による
患者の診療開始が遅延したり、医療従事者による患者の診療効率が悪化してしまい、患者
に提供する医療サービスの質が低下するおそれがある。そこで、本実施の形態では、医療
従事者の利用端末にカルテ情報が表示されるまでの時間を短縮することができるカルテ情
報提供方法について説明する。
【０１２６】
　図１３において、無線端末１３０１は、医療従事者の無線端末１３０１となるコンピュ
ータである。無線端末１３０１は、カルテ情報提供装置１００からカルテ情報を提供され
る。無線端末１３０１は、医療従事者の操作入力によって特定の患者のカルテ情報が表示
要求されると、カルテ情報提供装置１００から提供されたカルテ情報のうちの特定の患者
のカルテ情報を表示する。無線端末１３０１は、医療従事者によって携帯され、利用され
る。
【０１２７】
　図１３の例では、（３１）医療従事者は、特定の患者の自宅Ｈや病室などの特定の場所
に向かい、特定の場所の周辺領域である特定の患者に対応する所定のエリアＡに進入する
。医療従事者によって携帯された無線端末１３０１は、能動的に、または受動的に、自装
置の位置情報を、カルテ情報提供装置１００に送信する。これにより、無線端末１３０１
は、無線端末１３０１を携帯した医療従事者がいる位置を示す情報として、無線端末１３
０１の位置情報を発信することができる。
【０１２８】
　（３２）カルテ情報提供装置１００は、無線端末１３０１の位置情報を、無線端末１３
０１から受信する。カルテ情報提供装置１００は、受信した位置情報が示す位置が、特定
の患者に対応する所定のエリアＡに含まれるか否かを判定する。そして、カルテ情報提供
装置１００は、医療従事者によって携帯された無線端末１３０１が、特定の患者に対応す
る所定のエリアＡに在圏することを検出する。これにより、カルテ情報提供装置１００は
、患者がいる特定の場所に近づいた、無線端末１３０１を携帯した医療従事者がいること
を検出することができる。
【０１２９】
　（３３）カルテ情報提供装置１００は、ＤＢサーバとして、患者ごとのカルテ情報を蓄
積する。カルテ情報提供装置１００は、蓄積したカルテ情報の中から、特定の患者のカル
テ情報を検索する。そして、カルテ情報提供装置１００は、所定のエリアＡに在圏する無
線端末１３０１に、検索した特定の患者のカルテ情報を提供する。これにより、カルテ情
報提供装置１００は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求するのに先立って、医療
従事者が使用する無線端末１３０１に患者のカルテ情報を提供しておくことができる。
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【０１３０】
　（３４）無線端末１３０１は、提供された特定の患者のカルテ情報を記憶する。無線端
末１３０１は、記憶した特定の患者のカルテ情報の表示が、医療従事者の操作入力によっ
て表示要求されると、特定の患者のカルテ情報を表示する。これにより、無線端末１３０
１は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求した際に、カルテ情報提供装置１００か
ら患者のカルテ情報が提供されるのを待つことなく、患者のカルテ情報を表示することが
可能になる。そして、無線端末１３０１は、患者のカルテ情報が表示要求されてから患者
のカルテ情報が表示されるまでの待ち時間を短縮することができる。
【０１３１】
　このように、カルテ情報提供装置１００によれば、患者が診療待ちしている自宅Ｈなど
の特定の場所に医療従事者が近づいてから、当該場所に訪れて患者の診療を始めるまでの
間に、患者のカルテ情報を読み出して無線端末１３０１に提供することができる。そして
、カルテ情報提供装置１００によれば、患者が診療待ちしている自宅Ｈなどの特定の場所
に医療従事者が訪れた際に、無線端末１３０１に患者のカルテ情報が表示されるまでの時
間を短縮することができる。また、カルテ情報提供装置１００によれば、患者が診療待ち
している自宅Ｈなどの特定の場所に医療従事者が訪れる前に、予め無線端末１３０１に患
者のカルテ情報を表示させることができる。これにより、カルテ情報提供装置１００は、
医療従事者による患者の診療開始が遅延してしまうことを防止することができ、患者の診
療にかかる時間を短縮させることができる。そして、医療従事者は、患者一人当たりの診
療にかかる時間が短縮されるため、効率よく医療サービスを行うことができ、医療サービ
スの質を向上することができる。
【０１３２】
　ここでは、カルテ情報提供装置１００が、医療従事者が使用する無線端末１３０１とは
別の装置である場合について説明したが、これに限らない。例えば、カルテ情報提供装置
１００は、医療従事者が使用する無線端末１３０１と一体であってもよい。また、ここで
は、カルテ情報提供装置１００が、患者のカルテ情報を蓄積するＤＢサーバになる場合に
ついて説明したが、これに限らない。例えば、カルテ情報提供装置１００とは異なる情報
蓄積装置によって患者のカルテ情報が蓄積され、カルテ情報提供装置１００が情報蓄積装
置からカルテ情報を取得してもよい。
【０１３３】
　ここでは、無線端末１３０１が、医療従事者の操作入力によって表示要求された場合に
カルテ情報を表示する場合について説明したが、これに限らない。例えば、無線端末１３
０１は、カルテ情報を受信した場合にカルテ情報を自動で表示してもよい。
【０１３４】
（電子カルテシステム１４００の一例）
　次に、図１４を用いて、図１３に示したカルテ情報提供方法を適用した、実施の形態２
にかかる電子カルテシステム１４００の一例について説明する。
【０１３５】
　図１４は、実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の一例を示す説明図であ
る。図１４において、電子カルテシステム１４００は、カルテ情報提供装置１００と、複
数の無線端末１３０１と、複数のエリアＡとを含む。カルテ情報提供装置１００と、無線
端末１３０１とは、ネットワーク２１０により接続される。ネットワーク２１０は、例え
ば、ＬＡＮ、ＷＡＮ、インターネット、携帯電話網などである。
【０１３６】
　カルテ情報提供装置１００は、患者のカルテ情報を、医療従事者が使用する無線端末１
３０１に提供するコンピュータである。カルテ情報提供装置１００は、例えば、医療施設
、または医療施設に対応するデータセンターなどに設けられる。カルテ情報提供装置１０
０は、例えば、サーバ、ワークステーション、ＰＣ、ノートＰＣなどである。
【０１３７】
　無線端末１３０１は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ
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）衛星からのＧＰＳ信号を受信して、自装置の位置情報を生成して、携帯電話網を介して
自装置の位置情報をカルテ情報提供装置１００に送信するコンピュータである。また、無
線端末１３０１は、患者のカルテ情報をカルテ情報提供装置１００から提供される。さら
に、無線端末１３０１は、無線端末１３０１を使用する医療従事者からの操作入力によっ
て、患者のカルテ情報の表示要求を受け付けることができる。また、無線端末１３０１は
、カルテ情報提供装置１００から提供されたカルテ情報の中から、表示要求を受け付けた
患者のカルテ情報を表示することができる。
【０１３８】
　複数の無線端末１３０１のそれぞれは、複数の診療科のそれぞれに所属する医療従事者
が待機する待機場所に設けられる。待機場所は、例えば、診療科に割り当てられた診療室
である。診療科とは、診療分野の区分である。診療科は、例えば、内科、外科、整形外科
、小児科、産婦人科、皮膚科、眼科、放射線科、精神科などである。無線端末１３０１は
、例えば、医療従事者によって利用される。無線端末１３０１は、例えば、ＰＣ、ノート
ＰＣ、タブレット端末、携帯端末などである。
【０１３９】
　エリアＡは、診療対象になる患者が待機する特定の場所の周辺領域である。エリアＡは
、例えば、患者が待機する患者の自宅Ｈの周辺領域である。エリアＡは、具体的には、患
者が待機する患者の自宅Ｈを中心とする半径数百メートルの円状の領域である。エリアＡ
は、例えば、患者の自宅Ｈが存在する携帯電話網の基地局のセルであってもよい。
【０１４０】
（カルテ情報提供装置１００および無線端末１３０１のハードウェア構成例）
　図１４に示した実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の一例に含まれる、
カルテ情報提供装置１００および無線端末１３０１のハードウェア構成例は、図３および
図４に示したハードウェア構成例と同様であるため、説明を省略する。
【０１４１】
（実施の形態２にかかるカルテ情報提供装置１００の機能的構成例）
　次に、実施の形態２にかかるカルテ情報提供装置１００の機能的構成例について説明す
る。カルテ情報提供装置１００は、図７と同様に、記憶部７０１と、検出部７０２と、読
出部７０３と、提供部７０４とを含む。
【０１４２】
　記憶部７０１は、例えば、ＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、ディスク３０５などの記憶領
域によって実現される。検出部７０２～提供部７０４は、制御部となる機能であり、例え
ば、図３に示したＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、ディスク３０５などの記憶装置に記憶さ
れたプログラムをＣＰＵ３０１に実行させることにより、または、Ｉ／Ｆ３０６により、
その機能を実現する。各機能部の処理結果は、例えば、ＲＡＭ３０３、ディスク３０５な
どの記憶領域に記憶される。
【０１４３】
　記憶部７０１は、患者ごとのカルテ情報を記憶する。記憶部７０１は、例えば、患者ご
とに、患者ＩＤと診療記録とを対応付けたカルテ情報を記憶する。記憶部７０１は、具体
的には、図５に示したカルテ情報ＤＢ５００を記憶する。これにより、記憶部７０１は、
医療従事者が患者を診療する際に医療従事者に閲覧される診療記録を含むカルテ情報を蓄
積しておくことができる。
【０１４４】
　記憶部７０１は、患者に対応するエリアＡを記憶する。記憶部７０１は、例えば、患者
ごとに、患者ＩＤと位置情報とを対応付けたカルテ情報を記憶する。記憶部７０１は、具
体的には、図５に示したカルテ情報ＤＢ５００を記憶する。これにより、記憶部７０１は
、医療従事者が診療する患者が待機するエリアＡを特定するのに用いられる位置情報を記
憶しておくことができる。
【０１４５】
　記憶部７０１は、無線端末１３０１と、該無線端末１３０１のユーザと、該ユーザにと
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っての診療対象である患者との対応関係を記憶する。無線端末１３０１とは、医療従事者
によって携帯されるコンピュータである。無線端末１３０１のユーザとは、医療従事者で
ある。記憶部７０１は、例えば、担当医ＩＤと担当医端末ＩＤと患者ＩＤとを対応付けた
受付情報を記憶する。ここで、受付情報には、患者端末ＩＤが含まれなくてよい。記憶部
７０１は、具体的には、図６に示した受付ＤＢ６００を記憶する。これにより、記憶部７
０１は、カルテ情報提供装置１００が医療従事者が診療する患者を特定する際に、カルテ
情報提供装置１００に用いられる受付情報を蓄積しておくことができる。
【０１４６】
　検出部７０２は、無線端末１３０１から該無線端末１３０１の位置情報を受信する。そ
して、検出部７０２は、受信した位置情報が特定の患者に対応するエリアＡに含まれるこ
とを検出する。特定の患者は、例えば、無線端末１３０１のユーザにとっての診療対象で
ある。
【０１４７】
　検出部７０２は、例えば、無線端末１３０１の位置情報を、携帯電話網を介して無線端
末１３０１から受信する。そして、検出部７０２は、記憶部７０１を参照して、受信した
位置情報が、無線端末１３０１に対応付けられた特定の患者に対応するエリアＡに含まれ
ることを検出する。
【０１４８】
　検出部７０２は、具体的には、無線端末１３０１がＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号に基づ
いて生成した無線端末１３０１の位置情報を、携帯電話網を介して無線端末１３０１から
受信する。次に、検出部７０２は、受付ＤＢ６００から、無線端末１３０１の担当医端末
ＩＤに対応付けられた患者ＩＤを読み出す。そして、検出部７０２は、カルテ情報ＤＢ５
００から、読み出した患者ＩＤに対応付けられた位置情報を読み出す。
【０１４９】
　次に、検出部７０２は、受信した無線端末１３０１の位置情報が示す位置と、読み出し
た位置情報が示す位置との距離が、所定距離以下であるか否かを判定する。検出部７０２
は、所定距離以下であれば、特定の患者に対応するエリアＡに無線端末１３０１が含まれ
ることを検出する。これにより、検出部７０２は、特定の患者の周辺領域に、医療従事者
が進入したことを検出することができる。
【０１５０】
　読出部７０３は、検出部７０２がエリアＡに含まれることを検出すると、記憶部７０１
から、特定の患者のカルテ情報を読み出す。読出部７０３は、例えば、カルテ情報ＤＢ５
００から、検出部７０２が読み出した患者ＩＤを含むレコードとして記憶されたカルテ情
報を読み出す。これにより、読出部７０３は、無線端末１３０１に提供するカルテ情報を
、医療従事者が無線端末１３０１を介してカルテ情報を表示要求するのに先立って取得し
ておくことができる。
【０１５１】
　提供部７０４は、受信した位置情報が特定の患者に対応するエリアＡに含まれることを
検出すると、特定の患者のカルテ情報を無線端末１３０１に送信する。提供部７０４は、
例えば、位置情報を送信してきた無線端末１３０１に、読出部７０３が読み出した患者の
カルテ情報を送信する。
【０１５２】
　患者のカルテ情報は、送信された無線端末１３０１において該患者が指定されると、該
無線端末１３０１の表示画面に表示される。例えば、無線端末１３０１は、医療従事者の
操作入力によって患者のカルテ情報の表示要求を受け付けると、受信したカルテ情報の中
からカルテ情報を特定して、無線端末１３０１の表示画面に表示する。
【０１５３】
　これにより、提供部７０４は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求するのに先立
って、医療従事者が使用する無線端末１３０１に患者のカルテ情報を提供しておくことが
できる。結果として、医療従事者が使用する無線端末１３０１は、医療従事者が患者のカ
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ルテ情報を表示要求した際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供さ
れるのを待つことなく、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。
【０１５４】
　提供部７０４は、読出部７０３が読み出したカルテ情報の送信要求を受け付けた場合に
、読出部７０３が読み出したカルテ情報を無線端末１３０１に送信してもよい。提供部７
０４は、例えば、位置情報を送信してきた無線端末１３０１から、患者のカルテ情報の送
信要求を受信する。そして、提供部７０４は、患者のカルテ情報の送信要求を受信した場
合に、読出部７０３が読み出した患者のカルテ情報の中から患者のカルテ情報を抽出して
、位置情報を送信してきた無線端末１３０１に送信する。
【０１５５】
　これにより、提供部７０４は、医療従事者が患者のカルテ情報を表示要求することによ
り無線端末１３０１が患者のカルテ情報を送信要求するのに先立って、患者のカルテ情報
を読み出しておくことができる。結果として、提供部７０４は、医療従事者が使用する無
線端末１３０１から患者のカルテ情報が送信要求された際に、カルテ情報ＤＢ５００から
患者のカルテ情報を読み出すことなく、患者のカルテ情報を提供することが可能になる。
【０１５６】
　提供部７０４は、読出部７０３が読み出したカルテ情報の送信要求を受け付けた際に、
読出部７０３が読み出したカルテ情報に対応する画面情報を、無線端末１３０１に送信し
てもよい。提供部７０４は、例えば、患者のカルテ情報の送信要求を受信した場合に、患
者のカルテ情報を示した画面情報を生成して、無線端末１３０１に送信する。これにより
、無線端末１３０１は、カルテ情報を提供されてから、カルテ情報を含む画面情報を生成
しなくてもよい。
【０１５７】
（実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の動作例１）
　次に、図１５を用いて、実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の動作例１
について説明する。
【０１５８】
　図１５は、実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の動作例１を示す説明図
である。図１５の例では、医療従事者が、複数の患者のそれぞれを診療するために複数の
患者のそれぞれの自宅Ｈを訪問して、複数の患者のそれぞれを診療する場合を例に挙げて
、動作例１について説明する。
【０１５９】
　図１５において、（４１）医療従事者は、患者を診療するために、無線端末１３０１を
携帯したまま、診療する患者の自宅Ｈに向かって移動する。
【０１６０】
　（４２）無線端末１３０１は、ＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号を受信する。無線端末１３
０１は、受信したＧＰＳ信号に基づいて、無線端末１３０１の位置情報を生成する。無線
端末１３０１は、生成した無線端末１３０１の位置情報と、無線端末１３０１の識別情報
「ＡＡＡ」とを、携帯電話網を介してカルテ情報提供装置１００に送信する。
【０１６１】
　（４３）カルテ情報提供装置１００は、無線端末１３０１の位置情報と、無線端末１３
０１の識別情報「ＡＡＡ」とを受信する。カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ
５００を参照して、１または複数の患者の自宅Ｈに対応する位置情報を取得する。
【０１６２】
　カルテ情報提供装置１００は、取得した１または複数の患者の自宅Ｈに対応する位置情
報のうち、受信した無線端末１３０１の位置情報が示す位置から所定距離以内にある位置
を示す患者の自宅Ｈ１，Ｈ２に対応する位置情報を抽出する。これにより、カルテ情報提
供装置１００は、周辺領域である所定のエリアＡに無線端末１３０１が在圏している患者
の自宅Ｈに対応する位置情報を抽出することができる。
【０１６３】
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　（４４）カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ５００を参照して、抽出した患
者の自宅Ｈ１，Ｈ２に対応する位置情報を含むカルテ情報を取得する。カルテ情報提供装
置１００は、受信した無線端末１３０１の識別情報「ＡＡＡ」によって識別される無線端
末１３０１に、取得したカルテ情報を送信する。
【０１６４】
　（４５）無線端末１３０１は、カルテ情報を受信する。無線端末１３０１は、カルテ情
報を受信すると、患者の個人情報の一覧を含む一覧画面９１０を表示したり、カルテ情報
を含む閲覧画面９２０を表示する。ここで、無線端末１３０１の表示画面の遷移の一例は
、図９に示した表示画面の遷移の一例と同様であるため、説明を省略する。
【０１６５】
　これにより、無線端末１３０１は、医療従事者の操作入力によって患者のカルテ情報が
表示要求された際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供されるのを
待つことなく、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。
【０１６６】
（実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の動作例２）
　次に、図１６を用いて、実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の動作例２
について説明する。図１６の例では、図１５とは異なり、医療従事者が、複数の患者のう
ち、自身の診療対象の患者の自宅Ｈを訪問して、自身の診療対象の患者を診療する場合を
例に挙げて、動作例１について説明する。
【０１６７】
　図１６は、実施の形態２にかかる電子カルテシステム１４００の動作例２を示す説明図
である。図１６において、（５１）医療従事者は、患者を診療するために、無線端末１３
０１を携帯したまま、診療する患者の自宅Ｈ３に向かって移動する。ここでは、他の患者
の自宅Ｈ１，Ｈ２などは、他の医療従事者が診療する患者の自宅Ｈであり、図１６におい
て移動中の医療従事者が診療する患者の自宅Ｈではないとする。
【０１６８】
　（５２）無線端末１３０１は、医療従事者が移動中の地点Ｐ１において、ＧＰＳ衛星か
らのＧＰＳ信号を受信する。無線端末１３０１は、受信したＧＰＳ信号に基づいて、無線
端末１３０１の位置情報を生成する。無線端末１３０１は、生成した無線端末１３０１の
位置情報と、無線端末１３０１の識別情報「ＡＡＡ」とを、携帯電話網を介してカルテ情
報提供装置１００に送信する。
【０１６９】
　（５３）カルテ情報提供装置１００は、無線端末１３０１の位置情報と、無線端末１３
０１の識別情報「ＡＡＡ」とを受信する。カルテ情報提供装置１００は、受付ＤＢ６００
を参照して、受信した無線端末１３０１の識別情報「ＡＡＡ」に対応付けられた１または
複数の患者の識別情報を取得する。カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ５００
を参照して、取得した１または複数の患者の識別情報のそれぞれに対応付けられた患者の
自宅Ｈに対応する位置情報を取得する。
【０１７０】
　カルテ情報提供装置１００は、取得した１または複数の患者の自宅Ｈに対応する位置情
報のうち、受信した無線端末１３０１の位置情報が示す位置から所定距離以内にある位置
を示す患者の自宅Ｈに対応する位置情報を抽出する。
【０１７１】
　（５４）ここでは、無線端末１３０１の周辺に存在する患者の自宅Ｈが、無線端末１３
０１を携帯する医療従事者によって診療されない患者の自宅Ｈ１，Ｈ２などである。この
ため、患者の自宅Ｈ１，Ｈ２などに対応する位置情報は、カルテ情報提供装置１００によ
って抽出されなかったとする。カルテ情報提供装置１００は、患者の位置情報が抽出され
ないため、無線端末１３０１に提供するカルテ情報がないと判断して、無線端末１３０１
にカルテ情報を送信しない。
【０１７２】
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　（５５）無線端末１３０１は、医療従事者が移動中の地点Ｐ２において、ＧＰＳ衛星か
らのＧＰＳ信号を受信する。無線端末１３０１は、受信したＧＰＳ信号に基づいて、無線
端末１３０１の位置情報を生成する。無線端末１３０１は、生成した無線端末１３０１の
位置情報と、無線端末１３０１の識別情報「ＡＡＡ」とを、携帯電話網を介してカルテ情
報提供装置１００に送信する。
【０１７３】
　（５６）カルテ情報提供装置１００は、無線端末１３０１の位置情報と、無線端末１３
０１の識別情報「ＡＡＡ」とを受信する。カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ
５００を参照して、１または複数の患者の自宅Ｈに対応する位置情報を取得する。カルテ
情報提供装置１００は、取得した１または複数の患者の自宅Ｈに対応する位置情報のうち
、受信した無線端末１３０１の位置情報が示す位置から所定距離以内にある位置を示す患
者の自宅Ｈに対応する位置情報を抽出する。
【０１７４】
　（５７）ここでは、無線端末１３０１の周辺に存在する患者の自宅Ｈが、無線端末１３
０１を携帯する医療従事者によって診療される患者の自宅Ｈ３である。このため、患者の
自宅Ｈ３に対応する位置情報がカルテ情報提供装置１００によって抽出されたとする。
【０１７５】
　カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ５００を参照して、抽出した患者の自宅
Ｈ３に対応する位置情報を含むカルテ情報を取得する。カルテ情報提供装置１００は、受
信した無線端末１３０１の識別情報「ＡＡＡ」によって識別される無線端末１３０１に、
取得したカルテ情報を送信する。
【０１７６】
　（５８）無線端末１３０１は、カルテ情報を受信する。無線端末１３０１は、カルテ情
報を受信すると、患者の個人情報の一覧を含む一覧画面９１０を表示したり、カルテ情報
を含む閲覧画面９２０を表示する。ここで、無線端末１３０１の表示画面の遷移の一例は
、図９に示した表示画面の遷移の一例と同様であるため、説明を省略する。
【０１７７】
　これにより、無線端末１３０１は、医療従事者の操作入力によって患者のカルテ情報が
表示要求された際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供されるのを
待つことなく、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。
【０１７８】
（実施の形態２にかかるカルテ情報提供処理手順）
　次に、図１７を用いて、カルテ情報提供装置１００が実行する、実施の形態２にかかる
カルテ情報提供処理手順の一例について説明する。
【０１７９】
　図１７は、実施の形態２にかかるカルテ情報提供処理手順の一例を示すフローチャート
である。図１７において、まず、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が携帯する無
線端末１３０１から、無線端末１３０１の識別情報と位置情報とを受信する（ステップＳ
１７０１）。
【０１８０】
　次に、カルテ情報提供装置１００は、受付ＤＢ６００を参照して、受信した無線端末１
３０１の識別情報に対応付けられた、１または複数の患者の識別情報を取得する（ステッ
プＳ１７０２）。そして、カルテ情報提供装置１００は、１または複数の患者の識別情報
のそれぞれに対応付けられた患者の位置情報を取得する（ステップＳ１７０３）。
【０１８１】
　次に、カルテ情報提供装置１００は、１または複数の患者の位置情報のうち、受信した
無線端末１３０１の位置情報が示す位置から所定距離以内にある位置を示す位置情報を抽
出する（ステップＳ１７０４）。そして、カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報ＤＢ
５００を参照して、抽出した位置情報に対応付けられたカルテ情報を取得する（ステップ
Ｓ１７０５）。
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【０１８２】
　次に、カルテ情報提供装置１００は、取得したカルテ情報を、無線端末１３０１に送信
する（ステップＳ１７０６）。そして、カルテ情報提供装置１００は、カルテ情報提供処
理を終了する。これにより、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が患者のカルテ情
報を表示要求するのに先立って、医療従事者が使用する無線端末１３０１に患者のカルテ
情報を提供しておくことができる。
【０１８３】
（実施の形態２にかかる表示処理手順）
　実施の形態２にかかる表示処理手順の一例は、図１２に示した実施の形態１にかかる表
示処理手順の一例と同様であるため、説明を省略する。
【０１８４】
　以上説明したように、カルテ情報提供装置１００によれば、無線端末１３０１から受信
した該無線端末１３０１の位置情報が特定の患者に対応するエリアＡに含まれることを検
出すると、特定の患者のカルテ情報を無線端末１３０１に送信することができる。これに
より、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が特定の患者の待機するエリアＡに近づ
いた場合に、特定の患者のカルテ情報を無線端末１３０１に送信することができる。この
ため、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者がカルテ情報を表示要求するのに先立っ
て、医療従事者が使用する無線端末１３０１に患者のカルテ情報を提供しておくことがで
きる。結果として、医療従事者が使用する無線端末１３０１は、医療従事者が患者のカル
テ情報を表示要求した際に、カルテ情報提供装置１００から患者のカルテ情報が提供され
るのを待つことなく、患者のカルテ情報を表示することが可能になる。
【０１８５】
　また、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が移動中に、自発的に無線端末１３０
１への操作入力を行わなくても、特定の患者の待機するエリアＡに到達した時点で無線端
末１３０１に特定の患者のカルテ情報を提供しておくことができる。このため、医療従事
者は、移動中に立ち止まって無線端末１３０１の操作入力を行わなくてもよいし、移動し
ながら無線端末１３０１の操作入力を行わなくてもよく、安全に効率よく移動することが
できる。
【０１８６】
　また、カルテ情報提供装置１００によれば、受信した位置情報が特定の患者に対応する
エリアＡに含まれることを検出すると、患者ごとのカルテ情報を記憶する記憶部７０１か
ら、特定の患者のカルテ情報を読み出すことができる。そして、カルテ情報提供装置１０
０によれば、読み出したカルテ情報の送信要求を受け付けると、読み出したカルテ情報を
無線端末１３０１に送信することができる。これにより、カルテ情報提供装置１００は、
患者のカルテ情報を医療従事者が表示要求することにより、患者のカルテ情報を医療従事
者が使用する無線端末１３０１が送信要求するのに先立って、患者のカルテ情報を読み出
しておくことができる。そして、カルテ情報提供装置１００は、無線端末１３０１から患
者のカルテ情報の送信要求を受け付けた場合に、蓄積された患者のカルテ情報の中から送
信要求された患者のカルテ情報を読み出さなくても、予め読み出した患者のカルテ情報を
提供することができる。
【０１８７】
　また、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が使用する無線端末１３０１が送信要
求しないカルテ情報を無線端末１３０１に送信しないようにすることができる。このため
、カルテ情報提供装置１００は、無線端末１３０１との通信量の増加を抑制することがで
きる。また、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が使用する無線端末１３０１にお
けるカルテ情報についてのメモリ使用量の増加を抑制することができる。また、カルテ情
報提供装置１００は、医療従事者が使用する無線端末１３０１が送信要求しないカルテ情
報が漏洩しにくくすることができる。また、カルテ情報提供装置１００は、送信要求を受
け付けてから患者のカルテ情報を無線端末１３０１に送信するため、カルテ情報提供装置
１００の外部に患者のカルテ情報が存在する時間を短縮して、患者のカルテ情報が漏洩し
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にくくすることができる。
【０１８８】
　また、カルテ情報提供装置１００によれば、受信した位置情報が、無線端末１３０１の
ユーザにとっての診療対象である特定の患者に対応するエリアＡに含まれることを検出す
ることができる。これにより、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者によっての診療
対象ではない患者のカルテ情報を、医療従事者が使用する無線端末１３０１に提供しない
ようにすることができ、無線端末１３０１との通信量の増加を抑制することができる。
【０１８９】
　また、無線端末１３０１によれば、特定の患者が指定されると、受信した特定の患者の
カルテ情報を表示することができる。これにより、医療従事者が使用する無線端末１３０
１は、医療従事者の操作入力によって患者のカルテ情報が表示要求された際に、患者のカ
ルテ情報を表示することが可能になる。
【０１９０】
　ここで、従来の演算装置が、医療従事者が当日に診療する予定がある患者のカルテ情報
をすべて、医療従事者が使用する無線端末１３０１に提供する場合が考えられる。しかし
ながら、この場合、従来の演算装置は、医療従事者が使用する無線端末１３０１との通信
量の増大化を招き、医療従事者が使用する無線端末１３０１におけるカルテ情報について
のメモリ使用量の増大化を招いてしまう。
【０１９１】
　一方で、本実施の形態２のカルテ情報提供装置１００によれば、無線端末１３０１から
受信した該無線端末１３０１の位置情報が特定の患者に対応するエリアＡに含まれること
を検出すると、特定の患者のカルテ情報を無線端末１３０１に送信することができる。こ
れにより、カルテ情報提供装置１００は、医療従事者が当日に診療する予定がある患者の
カルテ情報のうち、実際に医療従事者が近づいた特定の患者のカルテ情報から優先して、
医療従事者が使用する無線端末１３０１に提供することができる。結果として、カルテ情
報提供装置１００は、医療従事者が使用する無線端末１３０１との通信量の増加を抑制し
、医療従事者が使用する無線端末１３０１におけるカルテ情報についてのメモリ使用量の
増加も抑制することができる。
【０１９２】
　なお、本実施の形態１，２で説明したカルテ情報提供方法は、予め用意されたプログラ
ムをパーソナル・コンピュータやワークステーション等のコンピュータで実行することに
より実現することができる。本カルテ情報提供プログラムは、ハードディスク、フレキシ
ブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体
に記録され、コンピュータによって記録媒体から読み出されることによって実行される。
また、本カルテ情報提供プログラムは、インターネット等のネットワークを介して配布し
てもよい。
【０１９３】
　上述した実施の形態１，２に関し、さらに以下の付記を開示する。
【０１９４】
（付記１）コンピュータに、
　所定のエリアに在圏する無線端末を検出し、
　無線端末と該無線端末のユーザ、および、該ユーザと医療従事者の利用端末との対応関
係を記憶する記憶部を参照して、検出した前記無線端末に対応付けられた医療従事者の利
用端末を特定し、
　特定した前記利用端末に、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を提供する、
　処理を実行させることを特徴とするカルテ情報提供プログラム。
【０１９５】
（付記２）前記コンピュータに、
　前記無線端末を検出したことに応じて、患者ごとのカルテ情報を記憶する記憶部から、
前記無線端末のユーザのカルテ情報を読み出す、処理を実行させ、
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　前記提供する処理は、
　読み出した前記カルテ情報の送信要求を受け付けると、特定した前記利用端末に、読み
出した前記カルテ情報を送信する、ことを特徴とする付記１に記載のカルテ情報提供プロ
グラム。
【０１９６】
（付記３）前記読み出す処理は、
　検出した前記無線端末が前記所定のエリアに一定時間以上在圏する場合に、患者ごとの
カルテ情報を記憶する記憶部から、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を読み出
す、ことを特徴とする付記２に記載のカルテ情報提供プログラム。
【０１９７】
（付記４）前記読み出す処理は、
　検出した前記無線端末のユーザの診療予定時刻が現在時刻から所定時間以内である場合
に、患者ごとのカルテ情報を記憶する記憶部から、検出した前記無線端末のユーザのカル
テ情報を読み出す、ことを特徴とする付記２または３に記載のカルテ情報提供プログラム
。
【０１９８】
（付記５）検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報は、特定した前記利用端末におい
て、検出した前記無線端末のユーザが指定されると、該利用端末の表示画面に表示される
、ことを特徴とする付記１に記載のカルテ情報提供プログラム。
【０１９９】
（付記６）コンピュータが、
　所定のエリアに在圏する無線端末を検出し、
　無線端末と該無線端末のユーザ、および、該ユーザと医療従事者の利用端末との対応関
係を記憶する記憶部を参照して、検出した前記無線端末に対応付けられた医療従事者の利
用端末を特定し、
　特定した前記利用端末に、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を提供する、
　処理を実行することを特徴とするカルテ情報提供方法。
【０２００】
（付記７）所定のエリアに在圏する無線端末を検出し、
　無線端末と該無線端末のユーザ、および、該ユーザと医療従事者の利用端末との対応関
係を記憶する記憶部を参照して、検出した前記無線端末に対応付けられた医療従事者の利
用端末を特定し、
　特定した前記利用端末に、検出した前記無線端末のユーザのカルテ情報を提供する、
　制御部を有することを特徴とするカルテ情報提供装置。
【０２０１】
（付記８）コンピュータに、
　無線端末から該無線端末の位置情報を受信し、
　受信した前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、前
記特定の患者のカルテ情報を前記無線端末に送信する、
　処理を実行させることを特徴とするカルテ情報提供プログラム。
【０２０２】
（付記９）前記コンピュータに、
　受信した前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、患
者ごとのカルテ情報を記憶する記憶部から、前記特定の患者のカルテ情報を読み出す、処
理を実行させ、
　前記送信する処理は、
　読み出した前記カルテ情報の送信要求を受け付けると、読み出した前記カルテ情報を前
記無線端末に送信する、ことを特徴とする付記８に記載のカルテ情報提供プログラム。
【０２０３】
（付記１０）前記特定の患者は、前記無線端末のユーザにとっての診療対象である、こと
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を特徴とする付記８または９に記載のカルテ情報提供プログラム。
【０２０４】
（付記１１）前記コンピュータに、
　無線端末と、該無線端末のユーザと、該ユーザにとっての診療対象である患者との対応
関係を記憶する記憶部を参照して、受信した前記位置情報が、前記無線端末に対応付けら
れた特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出する、処理を実行させることを特
徴とする付記９に記載のカルテ情報提供プログラム。
【０２０５】
（付記１２）前記特定の患者のカルテ情報は、前記無線端末において、前記特定の患者が
指定されると、前記無線端末の表示画面に表示される、ことを特徴とする付記８に記載の
カルテ情報提供プログラム。
【０２０６】
（付記１３）コンピュータが、
　無線端末から該無線端末の位置情報を受信し、
　受信した前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、前
記特定の患者のカルテ情報を前記無線端末に送信する、
　処理を実行することを特徴とするカルテ情報提供方法。
【０２０７】
（付記１４）無線端末から該無線端末の位置情報を受信し、
　受信した前記位置情報が特定の患者に対応するエリアに含まれることを検出すると、前
記特定の患者のカルテ情報を前記無線端末に送信する、
　制御部を有することを特徴とするカルテ情報提供プログラム。
【符号の説明】
【０２０８】
　１００　カルテ情報提供装置
　１１０，１３０１　無線端末
　１２０　センサ
　１２１　待合室
　１３０　利用端末
　１３１　診療室
　２００　電子カルテシステム
　２０１　受付装置
　２１０　ネットワーク
　３００，４００　バス
　３０１，４０１　ＣＰＵ
　３０２，４０２　ＲＯＭ
　３０３，４０３　ＲＡＭ
　３０４　ディスクドライブ
　３０５　ディスク
　３０６，４０５　Ｉ／Ｆ
　４０４　フラッシュＲＯＭ
　４０６　入力装置
　４０７　出力装置
　５００　カルテ情報ＤＢ
　６００　受付ＤＢ
　７０１　記憶部
　７０２　検出部
　７０３　読出部
　７０４　提供部
　９１０　一覧画面
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　９１１，９２１　表示領域
　９２０　閲覧画面

【図１】 【図２】



(31) JP 2016-218742 A 2016.12.22

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(32) JP 2016-218742 A 2016.12.22

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(33) JP 2016-218742 A 2016.12.22

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】



(34) JP 2016-218742 A 2016.12.22

【図１６】 【図１７】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

